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Ｈ
月
５
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
大
阿
蘇
絵
画
展
が
町
民
体
育
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
九
州
各
地
か
ら
２
０
４
点
の
出
品
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
特

選

。
入
賞
を
含
む
８３
点
が
入
選
し
、
期
間
中
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

阿
蘇
は
四
季
折
々
に
変
化
を
見
せ
、
そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
の
暮
ら

し
の
中
に
も
農
耕
祭
事
が
深
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。
こ
の
自
然

。
風
土

。

歴
史

。
文
化
を
、
１
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
心
で
表
現
し
た
絵
画
に
、
多

く
の
人
が
訪
れ
、
真
剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

大阿蘇絵画晨 芸術の秋

ご 」L

■■■

つ

●

●

口■ h

くん

2歳

ユンボ と トラクターが大好きな

悠仁です。 もうす ぐお兄ちゃん

になるよ。楽しみだな !

父 甲斐 秀己さん

母    咲子 さん

(高森・上在)

特選 1席「南阿蘇散策」岩本 孟さん (人吉市)

田□国国D  ・

00⑪0
ひ ′raロロ

i〕

`:L
野尻 摩耶さん

高森・旭通 19歳

●お仕事

スポーツインス トラク

ターをしています。

●趣味

カラオケ。

●一番やりたいこと

部屋の掃除。

●理想のタイプ

ー緒にいて楽しい人。

やさしくて頼れる人。

ロロ
瓢願L

ヽ
わが家の

'相

薔

Iゅう と

甲斐 ′悠仁

鱚
■ 一■

ご
野
Ｅ

高森町の人口の動き
世帯数/2,663戸 (+3)
男 :3,667人 (-4)/女 :4,013人 (-1)
総 数/7,680人 (-5)
(平成15年 10月 31日 現在)

高森町マスコット

平成15年 12月 5日 発行

発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
TEL0967-62-111l FAX0967-62-1174
印刷/(株)熊本新生社印刷
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′ミξl紙配合率100%|1生 紙を使用して|ヽ ます

森林資源保護 自然保護のため、本誌は再生紙を使用しています。

「

l饉

ョ
分たちでできることは自分たちで」をモットーに行

日 Fヨ われた『町民音楽祭』は、小学生の器楽や中学生の合

唱など、どれもたいへん素晴らしいものでした。

町民音楽祭を通 じて、地域交流が深まり、町にしっか り

と、文化の芽が根付いていることを、あらためて実感できま

した。出演者 (イ コールスタッフ)に心か ら拍手を送 りたい

と思います。

‖o,532

広報

‖o.532
平成 15年 12月 5日
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Tokomori Town
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蝙たかtl,

化
祭
は
、
今
年
も
多
く
の

方
の
出
品
、
出
演
を
い
た

だ
き
、
日
頃
の
地
道
な
文
化
活
動

の
成
果
を
広
く
公
開
し
、
文
化
の

向
上
、
文
化
の
薫
り
高
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た
。

康
づ
く
り
推
進
大
会
は
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
栄

養
、

運
動
、

休
養

の
バ

ラ

ン
ス

の
と
れ
た
健
康
づ
く
り
を
総
合
的

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
生
活
の

質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
在
宅
福
祉

の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、

健
康
づ
く
り
実
践
者
、
朝
食
メ

ニ
ュ
ー
入
賞
者
等
の
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
回
は
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
を
開
講
し
、
健
康
づ

本
町
出
身
の
弁
護
士
津
留
清
さ

ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
は
、
ご

都
合
に
よ
り
終
了
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
長
い
問
た
い
へ
ん
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

金
相
談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。

国
と

き
　
１２
月
２６
日

（金
）

午
前

１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

ｍ
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（中
会
議
室
）

く
り
の
実
践
を
体
験
し
ま
し
た
。

権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

町
民

一
人
ひ
と
り
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
住
み
よ
い
町
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
、
行
政

。
学
校
・

企
業
・
民
間
団
体
・地
域
。
家
庭
が

一
体
と
な
っ
た
人
権
教
育
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回

は
地
元
の
子
ど
も
達
が
人
権
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。

野
尻
地
区

鉤
と

き
　
１２
月
１８
日

（木
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

Ｌ
と
こ
ろ
　
朋
遊
館

草
部
地
区

々
と

き
　
１２
月
・９
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ
　
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

Ｌ
と

き
　
１
月
１３
日

（火
）

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

は
と
こ
ろ
　
芙
蓉
館

●

高
森
出
身
の
皆
様
へ
広
報
た
か
も
り
か
ら
の
お
願
い

繭
　

　

鑽

録

議
%

彦儡仁

爾漑祗颯輻趙鰺購饉凩瞳甕爾爾躍圏轟璽爾甕爾爾艤疵饉饉瑕隕餘颯隕嗜隋隕鰺蝙鰈麒痣晰陪mm洟 鰈艤赳

24時間電話を通 して健康をお届けします。

◎ 12月のテーマ これつて黄疸
ンフルエンザ

の働き
|こ 多いクラミブア

感染症 (女性の万へ )

や± 0日/
若者|こ 多いクラミジア
感染症 (男性の方へ )

2431同 .   リ
日替わりて  ヽ

12月 14日

12月 21日

12月 23日

12月 28日

1月 1日

1月 2日

1月 3日

1月 4日

1月 11日

1月 12日

後 藤 医 院

立 野 病 院

立 野 病 院

藤 本 医 院

平 田 医 院

馬 原 内科 医 院

立 野 病 院

中 村 医 院

立 野 病 院

寺 崎 医 院

TEL 67-0019

T肌 68-0111

TEL 68-0111

TE1 67-0020

TEL 62-0216

TEL 62-0646

TEL 68-0111

T肌 67-2333

T肌 68-0111

TEL 62-0378

人権劇を発表 した高森中学校 3年生

J  ●

隋
鋏
辣
輩
賤
一薔
一
瘍

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不
明

で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、
氏
名
の

変
更
な
ど
、
早
め
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
や
近
況

報
告
、
た
か
も
り
の
発
展
に
役

立
つ
お
住
ま
い
の
街
の
紹
介
な

ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
本
誌

で
紹
介
し
ま
す
。

本
誌
は
毎
月
３
、
３
０
０
部
を

印
刷
し
、
町
内
配
付
と
共
に
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
高
森
出

身
の
皆
様
に
も
お
送
り
し
て

「ふ

る
さ
と
の
便
り
」
と
し
て
ご
愛

読
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、
ｌ
ヶ

月
に
１
４
０
円
か
か
り
ま
す
。

（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為
替
な

ど
）
や
、

９０
円
以
下
の
少
額
切

手
で
１
年
分
程
度
の
ご
寄
付
を

毎
年
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

[役場の

時間 :
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◎肥後狂句◎俳句◎書道◎写真◎合同生花 (小原流・専正池坊・池坊・未生流)◎押し花絵◎盆栽
◎絵画 ◎手芸 ◎茶道 ◎ラベンダー会 (ア ートフラワー)◎陶器◎生花◎小・中学校・高校作品
◎舞踊 (松若会社中・満丸会社中・若柳会)◎ひょうたん

、本
殖

熊
∝

sII

(住 所 )

高森。冬野

色見。戸狩

高森。村山

おくやみもうしあげます
2003年 10月 受付分   (敬称略)

(死亡者)作齢)(御遺族 )

谷川美喜雄 55谷 川 信子

小出 知博 21 小出 博美

曽我シズエ 88梅

善 責 の 灯

香  苑

鰊あ りがとうございました
(敬称略)

・■|・ ■‐

■町社 会 福 祉 協議 会 ヘ

<香典返 し>
野尻君子  月本今朝光 野尻俊幸 佐藤

昭也 谷川信子 高森 ライオンズクラブ

(会 長中尾三郎 )

<一般寄付>
戸高秋男 役場職員バザー益金

■広 報 送 料 寄付

冨永鶴太 (神奈川県横須賀市)

お詫び と訂正

広報たかもり10月 号『高森高校図書館一
般開放』の中で、開館時間を「午前 8時 20
分か ら午後 4時 55分 まで」 と記載 しまし
たが、「午前 9時か ら午後 4時 40分まで」
の誤 りでした。お詫びして訂正します。

■
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
お
寄

せ
く
だ
さ
い

鼈
広
報
郵
送
料
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

2

.TAKAMORI:N
_|■ ‐‐.‐ |||||‐

|■■ |・‐―|

【

■
［
］

人
権
ｏ

ま
ち
づ
く

‐‐り

明
る

l
１
レ

ま

“

■
つ

づ
ノ
ヽ

1,

e

「
「
一

．‘
〓

一

『■,"■ ・|ヽ|

＝
転
居
の
と
き
は
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い

冊‖h｀
'｀ 嘗

11月 1日 (土)か ら2日

(日 )にかけて、高森中学校

で文化祭、健康づくり推進

大会、人権啓発フェスティ
バルを合同で行う「すまい

るフェスタinた かもり」が

開催されました。

腎_

彙

雲

「

・‥
．■

Ｌ
電

　

　

・　

・
』

鬱
芍

_   崖

』
一

一
　

電

,

己|つ 怒り

る増ミ家解放子ども会は、人権学習活動を発表しま‐したいこいの

郡

直

・
・
●
‐
■
・
●
．●
―

‐

一

一
●
一
●
―

．
‐

．
‐

秘
ぐ ■

■

Ｓ
ｉ

しむ
熊臼ちびっ子スケッチ展特選入賞者コ ｀

ナ、

体 診療は午前9時から午後5時 まで

385-



11月 15日 (土 )、 高森中学校体育館で26回 目の「高森町民

音楽祭」(岩下昭久実行委員長)が開催されました。

ふれあし、
iンサート

日
頃
の
熱
心
な
練
習
成
果
を
披

露
し
、
場
内
か
ら
大
き
な
拍
手

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
音
楽
祭
は

「自
分
た
ち

で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
」

を
モ
ツ
ト
ー
に
活
動
し
て
お
り
、

企
画
構
成
か
ら
準
備
、
実
行
、
音

響
、
照
明
、
後
片
付
け
ま
で
、
住

民
主
体
に
よ
る

「出
演
者
イ
コ

ー
ル
ス
タ
ッ
フ
」
と
い
う
精
神

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
み
ん
な

の
力
を
合
わ
せ
て
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。

●ひびけ♪阿蘇の野に♪

〈
「
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◎ F・ F・ B(上色見社会人バンド)

◎奥阿蘇ウィングス(草部社会人バンド)

◎高森幼稚園 (合唱・器楽合奏)

◎高森保育園 (親子コーラス)

◎草部南部小学校 (器楽合奏)

◎高森中央小学校 (器楽合奏・合唱)

◎森のこえ (合唱)

◎阿蘇琴遊会高森教室 (大正琴合奏)

◎はなしのぶコーラス (合 唱)

◎高森中学校 3年生 (合唱)

◎エレクトーン演奏

(高倉翔太・林早都紀)

◎ピアノ演奏

(杉 田知栄子・楢木野幸恵・岩下富泉

山本瑞穂・佐伯栄宙・後藤絵理)

◎高森中学校吹奏楽部

司会は

田上浩尚さん(高 森・村山)と

後藤真奈美さん (高森・津留)

ヽ 民ヽ
盗

町民音楽祭

年
の
出
演
者
は
Ｈ
団
体
、

８
個
人
。
そ
れ
ぞ
れ
に

年
末

ｏ
年
始
の

火
葬
場
の
業
務

鱚
大
学
院

修
士
科
目
生

（６
か
月
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

０
１８
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

入
学
で
き
ま
す
。

瑕
資
料
請
求

・
お
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン

タ
ー

〒
８
６
０
‐
０
０
８
２

熊
本
市
池

田
４
‐
２２

‐
１

崇
城
大
学
内

■
０
９
６
‐
３
５
９
‐
４
８
９
０

年
末

。
年
始
の
南
阿
蘇
霊
照
苑

の
火
葬
業
務
に
つ
い
て
、
１
月
１

日
（
木

）
は
受
付
の
み
で
、
火
葬

業
務
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

南
阿
蘇
霊
照
苑

ＴＥＬ

６

２

‐

９

９

６

４

平
成
１６
年
度
第
１
学
期

放
送
大
学
学
生
募
集
　
　
　
個
人
・

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ

（
ス
カ
イ

パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
Ｉ
）
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

国
募
集
期
間

平
成
１５
年
１２
月
・５
日

（月
）
～

平
成
１６
年
２
月
２９
日

（日
）

轟
教
養
学
部

①

全
科
履
修
生

（
４
年
以
上
在

学
し
、
学
士
を
目
指
す
学
生
）

②

選
科
履
修
生

（
１
年
間
在
学

し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

③

科
目
履
修
生

（
６
か
月
間
在

学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
人
文

。
社
会

。
自
然

。
産
業

等
の
幅
広
い
分
野
の
科
目

（約

３
０
０
科
目
）
か
ら
学
べ
ま
す
。

○
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
を
開
始

第
４
回
申
込
受
付
期
間

Ｈ
月
２１
日

（金
）
～

１２
月
２４
日

（水
）

融
資

（基
準
）
金
利
…
２
・
７
％

平
日
の
ご
相
談
に
加
え
、
毎
月

第
１

・
第
３
日
曜
日
に
相
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
電
話
で
の

相
談
を
承

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｍ
お
問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

８

７

‐

２

０

０

０

（平
日
、
第
１

・
第
３
日
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

●

●

工事 (委託業務名 ) 工期 (委託期間) 契約金額 (円 ) 請 負 者

期

＞

１

構

第

トカ
′

地団
日
Ｐ

町

．
．

一ヽ
　
二

「
―

　̈
¨

と
し

　

・

Ｅ

え

住営

擢

公

建
H15.11.4～ H16.3.10 8,925,000 鑽)石 原 建 設

期

＞

‐

体

第

本

地

棟

団

Ａ

町

＜

・ヽ

事

「―宅

工

住

ぇ

営

替

公

建
H15.11.6´▼H16.3.10 28,192,500 嶼 産 栄 建 設

公 営 住 宅 下 町 団 地 第 1期
建 替 え 工 事 (B棟 本 体 )

H15.11.7ベンH16.3.10 27,184,500 欄 津 留 住 建

期

＞

‐

体

第

本

地

棟

団

Ｃ

町

＜首
戸

下

〓
．．

宅

工

住

ぇ

営

替

公

建
H15.11.6ヘンH16.3.10 24,255,000 □ 丸 和 工 務 店

期

＞

‐

体

第

本

地

棟

団

Ｄ

町

＜

・ヽ

事

「
―宅

工

住

ぇ

営

替

公

建
H15.11.6～ H16.3.10 24,517,500 下 田 工 務 店

公 営 住 宅 下 町 団 地 第 1期
建 替 え 工 事 (屋 外 電 気 設 備 )

H15.11.6´V H16.3.10 5,775,000 (株)九 電工南阿蘇営業所

期

＞備几
又

第

偏

地

機

団

外

町

屋

下
彗
■

書

．
．一

二
　
工

王ヽ

　

・

ィ
ビ

ス

営

替

公

建
H15.11.6～ H16.3.10 11,673,900 婉 ひ ゆ が や

H15.11.25ヘ ンH16.3.15 7,035,000 (株)草 村道路建設工業御 矢 村 線 道 路 改 良 舗 装 工 事

社 倉 。蔵 地 線 道 路 舗 装 工 事 H15.11.25´ V H16.3.26 21,042,000 帥 藤  本  組

社 倉・ 蔵 地 線 交 差 点 改 良 工 事 H15.11.19ヘ ンH16.3.26 53,550,000 仰 草 村 企 業

大 切 畑・ 下 切 線 道 路 改 良 工 事 H15.11.25～ H16.3.26 28,518,OOO 0佐 藤 建 設

H15.11.25ベ ンH16.3.15
中 川 原 線 道 路 改 良 測 量 設 計

業    務    委    託
8,767,500 仰 福 永 測 量 設 計

◎お知らせのベージ

入 札 結 果 500万円以上
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平成 16年度
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軽油ヨI取税に係る

免畿瓢(農業分)の申請受付につ難亀て
農業を営む方で軽油引取税免税証の交付を受けられている方の継続申請受付を行います。ご希

望の方は、平成16年 1月 13日 (火)～ 1月 16日 (金)ま でに県阿蘇地域振興局税務課で、交付の

ための申請を行ってください。

【申請に必要なもの】

①免税証交付申請書一式 (阿蘇地域振興局税務課にあります。)

○免税証交付申請書 ○免税軽油所要数量計算明細書 ○免税証交付申請書付表 1(免税証使

用実績報告書)○免税証交付申請書付表 2(軽油購入量明細書)○免税軽油の引き取り等に係

る報告書 (平成15年 4月 から12月 分)

※複数の機械を使用 している等で書類が不足する場合は、お手数ですがコピーしてお使いください。

②使用者証の有効期限が平成16年 3月 31日 までの方は次の書類が必要です。

○免税軽油使用者証交付申請書 ○耕作証明書 (町農業委員会で発行)○免税機械等の所有・使

用証明 (役場税務課で発行)、 又は所有・使用を証明する書類 (売買契約書、 リース契約書の写

し等)○機械の写真 (lヶ 月以内に前・横・後ろから写したもの各 1枚 )

③印かん

④免税軽油使用者証

■お問い合わせ先 熊本県阿蘇地域振興局税務課 TEL0 9 6 7-22-1111(内 線 323)

上
色
見
熊
野
座
神
社
神

で
１０
月

２５
日
（土
）、
５

芸
能
公
開
」
が
開
か
れ
、
町
内
の
８
団
体
が

舞
、
盆
踊
り
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
俵
山
バ
イ
パ
ス
開
通
を
記
念
し
て
、

伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
（本
田
研

一
会
長
）
が
主
催
し
た
も

の
で
、
会
場
の
町
民
体
育
館
に
は
、
県
内
外
か
ら
約
４
０
０

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

地
つ
き
唄
や
神
楽
、
前
原
仁
田
神
社
の
獅
子
舞
、
県

の
無
形
民
族
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「峰
の
宿
ば
ん

、
約
３
時
間
の
公
開
は
、
笛
や
太

に
響
い
て
い
ま
し
た
。

峰の宿ばんば踊 り

愛桑館
瓢Iに
会薇お

●

●

l側    '・
…11

藝�脚1締‐藩1醸1彗藤奮轟鋼
文部科学省所管の (財)国際青少年研修協会では、ホームステイ・語学研修。文化交流・教育現場見学・

ボランティア体験 。地域見学等で、体験を通してお互いの理解や交友を深め、国際性を養うことを

目的に、青年 (18歳以上)を対象に下記の 6事業の参加者を募集しています。

期 間

対 象

定 員

■資料請求、お問い合わせ先

(財)国際青少年研修協会  TEL 0 3-3359-8421 FAX 0 3-3354-2207

t7 TAKAMORT TO\7N-2003.12

『イギリス 語学研修&ホームステイ』     2月 15日 ～ 2月 28日  14日 間

『カナダ 語学研修&ホームステイ』      2月 15日 ～ 2月 28日  14日 間

『オース トラリア 生活文化体験&ホームステイ』 2月 22日 ～ 3月 2日  10日 間

『アメリカ 生活文化体験&ホームステイ』   2月 22日 ～ 3月 6日  14日 間

『インドネシア 生活文化体験&ホームステイ』 2月 22日 ～ 3月 2日  10日 間

『カンボジア ボランティア体験』       2月 29日 ～ 3月 10日  11日 間

18歳以上の男女 (高校生不可)

イギリス・カナダ 。オース トラリア・アメリカ 各20名

インドネシア・カンボジア 各15名

イギリス29万 円/カ ナダ29万 円/オース トラリア27万 8千円/ア メリカ29万 5千円/
インドネシア19万 8千円/カ ンボジア19万 5千円

※共通経費 2万円 (事前研修会費など)

イギリス・カナダ 。オース トラリア・アメリカ 。インドネシア 1月 10日 (土 )

カンボジア 1月 17日 (土 )

負めたん
麓■日

安
藤
幸
之
代
表
（津
留
。
上
町
）
が

講
師
と
な
り
「ひ
ょ
う
た
ん
絵
付
け

講
習
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
多
く
の
人
に
ひ
ょ
う
た

ん
の
素
晴
ら
し
さ
を
知

っ
て
も
ら
お

う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、

１５
彙
ン
程
の

ひ
よ
う
た
ん
に
墨
を
使

っ
て
、
来

年
の
干
支
「申
」
を
描
き
ま
し
た
。

絵
付
け
し
た
ひ
よ
う
た
ん
は
町
内

は
も
と
よ
り
、

県
外
か
ら

も
注

文
が
あ
る
そ

う
で
、
今
年
も
立
派
な

ひ
よ
う
た
ん
飾
り
が
で
き
ま
し
た
。

１０
月
２４
日
（金
）
朋
遊

て
、
野
尻
・五
ケ
所
地
区

σ〕)い

ひとつひとつていねいに仕上げる参加者

ルZp´π
“
ι―Sクル

伝統芸能・工芸

あ森Zπ
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¶ ヽ

珊

醸
剛 ■||

「

h

h

が
息
づ

嘲
週
個

『

■
●
●

ｒ

ｒ

■

・・
　

　

　

　

　

　

　

　

・

Ｆ
“
証冊
■
・　
　
　
　
　
　

■ヽ

人事生・社鍵A□た曲□

′

4_

CL森阿蘇神社神楽

糞

費 爾
ユ●●

締  切

4



自動車事故被害者援護制度健康づくリ
スポ…ツ大会 独立行政法人自動車事故対策機構は、 自動車事故が原因で重度後遺障害をもつため常時

又は随時の介護が必要な方に対する介護料の支給及び自動車事故が原因で死亡又は重度の

後遺症が残つたため生活が困窮 しているご家庭のお子様に対する育成資金の貸付け等を

行っております。

【介護料の支給】

対 象 者 自動車事故により頭部又は脊髄等を損傷し、重度の後遺障害を持つため常時又

は随時の介護が必要な状態である方

支給金額 常時介護 58,570円 ～ 108,000円

(月  額)随 時介護 29,290円 ～ 54,000円

支給期間 申請受付日の属する月から支給事由がなくなつた日の属する月まで

【育成資金の貸付け】

対 象 者 自動車事故により死亡又は重度の後遺障害が残った方のお子様で 0歳から中学

155,000円

20,000円

44,000円 (希望者 )

利  子 無利子です

返還方法 貸付期間終了後、20年以内の均等払い

高校 。大学等進学時は返還を猶予できます。

隕お問い合わせ先   独立行政法人自動車事故対策機構熊本支所 TEL0 9 6-322-5229

●

●
早
朝
の
非
常
呼
集
訓
練

●
放
水
訓
練

●
防
火
パ
レ
ー
ド

い
よ
い
よ
年
の
瀬

火
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を
！

●

●   ●

各老人クラブ対抗で白熱 したゲー ト通 し

金

額

金度

で

時

　

支

ま
　
　
　
学

生

一　
月

入

額金付貸Ｈ
月
９
日
か
ら
・５
日
ま
で
は

「秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
」
で

し
た
。
予
防
週
間
に
先
立
ち
Ｈ
月

２
日

（日
）
の
早
朝
６
時
５
分
、

町
内
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
ま

■
■
■
■
■
目
目
曰

非常呼集訓練の様子

お
年
寄
り
自
ら
が
健
康
に
関
心

を
持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ

て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
そ

。
し
て
生
き
が
い
を
見
い
だ
し
て
い

こ
う
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ

る
健
康
づ
く
リ
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
１０
月
２３
日
（木
）
町
民
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
１８
の
老
人
会
か
ら

３
６
４
人
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
て
、

４０
ｍ
走
や
ゲ
ー
ト
通

し
、
玉
入
れ
な
ど
８
競
技
に

熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
最
後
に

参
加
者
全
員
で
高
森
音
頭
と

し
た
。
こ
れ
は
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
非
常
呼
集
訓
練
で
、
火
を
取
り

扱
う
こ
と
の
多
く
な
る
冬
を
前
に

消
防
団
員
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
の

皆
さ
ん
に
防
火
、
防
災
の
意
識
を

高
め
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も

の
で
す
。

こ
の
日
、
町
内
全
域
で
訓
練
が

一
斉
に
行
わ
れ
、
各
分
団
は
速
や

か
に
所
定
の
位
置
に
集
合
、　
一
斉

に
放
水
を
開
始
し
、
あ
ら
た
め
て

炭
坑
節
を
踊
り
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
は
、
お
年
寄
り
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
私
た
ち
み
ん
な
の

問
題
で
す
。
日
頃
か
ら
運
動
や
食

生
活
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
に
合
っ

た
健
康
法
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

，２

日
頃
の
整
備
点
検
の
重
要
性
を
確

認
し
ま
し
た
。

ま
た
Ｈ
月
‐０
日

（月
）
に
は
、

午
前
１０
時
よ
り
高
森
駅
か
ら
市
街

地
ま
で
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
年
は
雨
の
中
、
高
森
幼
稚
園

の
幼
年
消
防
隊
が
大
字
高
森
地
内

の
各
分
団
（４
・５
・６
・７
分
団
、
機

動
部
）
の
消
防
車
７
台
に
同
乗
し
、

町
内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
役

場
中
央
出
張
所
前
広
場
で
は
、
幼

年
消
防
隊
員
が
「火
遊
び
は
し
ま

せ
ん
」
と
大
き
く
元
気
な
声
で
誓
い
、

火
の
用
心
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
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年末。年始のし尿汲

み取 りは、 12月 25日

(木 )ま で に受け付け

た分 までを年内に汲

み取 りいたします。

なお、年明けは 1月

5日 (月 )か ら実施 し

ます。

■お問い合わせ先

向大阿蘇清掃社

TEL 096-279-3220

の
りし

年末・
●12月 27日 (土 )

●12月 28日 (日 )

●12月 29日 (月 )

●12月 30日 (火 )

●12月 31日 (水 )

● 1月 1日 (木 )

● 1月 2日 (金 )

● 1月 3日 (土 )

● 1月 4日 (日 )

● 1月 5日 (月 )

通常業務 (9時から4時まで)

休み

通常業務 (9時から4時まで)

午前中 (9時から11時 30分 まで)

休み

休み

休み

午前中 (9時から11時30分 まで)

休み

通常業務 (9時から4時まで)

年
末
・年
始
の

ゴ
ミ
収
集
一○粗大ゴミ戸別収集は、12月 22日 (月 )までの受付分のみです。

○津留2・ 尾下 1、 尾下2・ 河原1・ 河原2地区は、 1月 のみ正月休み

のため収集日が一週ずれます。

○直接搬入の際も指定袋を利用し、分別して搬入してください。
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高森温泉館     い`
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漁訂おめでとう2004年』のご案内

年

ご

お

の

高森温泉館では、「おめでとう 2004年」 と称 し、年越 しそばの無料サービス、

玉抽選会、高森にわか等、盛 りだ くさんの年越 しイベン トを開催 します。皆さま方

来館を心よりお待ちいたしてお ります。

1回 □ 12月 31日 年越しそば無料サービス (先着 100名様 )

前原仁田神社獅子舞

お年玉抽選会抽選券配付

カウントダウン～くす玉割～

初入浴

初笑い 「高森にわか」

お年玉抽選会賞品交換

1月  1日

12月 31日

1月 1日

1月 2・ 3日

1月  4日

午後 11時 30分

午後 11時 30分

午後 11時 30分

午前 0時・・…・

午前 0時30分

午前 1時 30分

午前 9時……

じ

ん人

権

《
あ
な
た
の
　
人
権
感
覚

磨
い
て
い
ま
す
か
？
》

家
庭
、
職
場
、
住

ん
で
い
る

地
域
等
で
の
自
分
の
言
動
を
振
り

返

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
パ
ー
ト
ナ
ー
や
家

族
、
同
僚
、
友
人
な
ど
の
人
権
に

◎
差
別
を
　
な
く
し
て
　
平
和
な
世
界旧

高
森
小
学
校

◎
こ
ろ
ん
で
も
　
前
を
向
い
て
　
つ
き
す
す
め

旧
高
森
小
学
校

◎
友
だ
ち
と
　
助
け
合
っ
て
　
が
ん
ば
ろ
う

旧
高
森
小
学
校

◎
Ｓ
Ｏ
Ｓ
　
仲
間
が
助
け
を
　
よ
ん
で
い
る

旧
高
森
小
学
校

◎
育
て
よ
う
　
考
え
る
心
　
思
う
心

草
部
中
学
校

◎
は
じ
め
よ
う
　
一
人
ひ
と
り
が
　
気
づ
か
い
を

草
部
中
学
校

◎
考
え
よ
う
　
そ
の

一
言
が
　
き
ず
う
け
る

草
部
中
学
校

◎
友
だ
ち
が
　
困
っ
て
い
た
ら
　
助
け
よ
う

草
部
中
学
校

◎
思
い
や
り
　
人
の
気
持
ち
を
　
大
切
に

草
部
中
学
校

◎
思
い
や
り
　
一
人
ひ
と
り
が
　
心
が
け
よ
う

草
部
中
学
校

◎
差
別
を
う
け
た
ら
　
勇
気
を
持
っ
て
語
ろ
う
よ

高
森
東
小
学
校

◎
最
後
ま
で
　
差
別
と
闘
う
　
勇
気
を
持
つ

高
森
東
小
学
校

◎
い
や
な
こ
と
　
勇
気
を
も
っ
て
　
言
う
べ
き
だ

高
森
東
小
学
校

配
慮
し
て
い
ま
す
か
？

「女
の
く
せ
に
」
「男
の
子
な
ん

だ
か
ら
」
「年
寄 よ

り
は
年
寄
り
ら

し
く
」
な
ど
、
そ
の
人
の
個
性
や

生
き
方
を
見
ず
に
無
意
識
に
人
や

集
団
を
イ
メ
ー
ジ
で
判
断
し
て
い

ま
せ
ん
か
？

人
の
心
を
傷

つ
け
て
し
ま

っ

今

一
度
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ

り
を
見
て
、
日
頃
か
ら
人
権
感
覚

を
磨
く
努
力
を
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係

●
が な よ か て
大よい り つ ｀

切:意い ｀
た́ コ

で 識と心言け 差さ

す
Lの

れ 別らψ
を 中禁ど す
も に

Lる
つ 常3と つ
て に 後をも
お 司 か り
く 差さら

L
こ 別劉悪、tは
と し う な

山 後 伊 工 工 佐 岡

●

●   ●

休館日

午前 0時～午後 6時

午前 10時～午後 9時

どお り営業
け

ん

じ
ん

け
ん

か
ん

か
く

‐
T・EL 6 2- 2 626萎お問い合わせ先

午後 4時～午後 9時
月曜日、木曜日

(1月 1日 は休館)

二  じ

ハん

権χ

啓Fス

発ら
選種藝

=可硼国;う

口■■■口■
琶副E=■ ご
■■|

紹 ;

■ド′

『朋遊館』年末
通常どおり営業 すので、
どうぞご利用くださ

入浴時間

休 館 日

松

尾

美

咲

嶋

田

友

弥

杉
　
永

　
一　
樹

三
　
森
　
隆
　
寛音

冗

本藤藤
　
六
示
　
々

佐
楢
見

安

藤

香
ノヽ

中
ヲミ

謙
太
朗

首

里
,工

田 藤 藤 藤

裕  玲

美 美 梓 大

ら力
″

“
中の

ご
五
ｍ

“標い
発

い
啓１

／
ヾ

、イテスエフ
つ
ｋ
ｔ

は
，

ソ

い
文
コ

け
一日乍

喝権』
人

一
町

詢森が一局
ど
度

机
年４成̈

い
一ム

ヘ
コ
ー

`
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家庭教育テレビ番組を放送しています。
番  組  名 熊本県家庭教育番組「愛ちゃんといっしょ」

放送時間帯等 日曜日 午前 11時 40分～午前 11時 55分

放  送  局 KK丁 (く まもと県民テレビ)

■放送内容 (前期分)

12月 14日 「地域ぐるみ」

12月 21日 「困つたときの、耳より情報②」 (再放送)

12月 28日 「地域ぐるみ」(再放送)

※後期分は 1月 11日 から開始予定

■お問い合わせ先

熊本県教育庁社会教育課社会教育振興係 TEL096-381-9214

・ヽ

つ

ヽ
・

FAX096-387-0089

年末 0年始の営業予定

・ フ

バし工籠操教奎
高森温泉館では、バレエ体操教室

を行っています。
・運動不足を感じている方
・生活習慣病の予防を考えている方
・姿勢を良くしたいと思っている方
・ダイエットをしている方

にたいへん効果的です。

年齢・性別を問いませんので、お気軽にお
こしください。

開催日 :毎週月曜日
時 間 :午後 7時 30分～午後 9時
受講料 :1回 500円 (入館料別)

場 所 :高森温泉館 2階多目的ルーム

○動きやすい服装でおこしください。

(温泉館で着替えることもできます)

○汗ふき用にタオルを、必要な方は水筒もご

持参ください。

■お問い合わせ先 高森温泉館 T[L62-2626



18人

○朝ごはんを毎日食べていますか ?
1週間に 2～ 3回食べる、ほとんど食べない人は

小学生 42%

中学生 1■8%

保 健 師 か ら

4日ヽ
たJ
Lq`

あなたへの

軸
ご
は
Ａ
し
っ
ガ
リ

立山選手ベスト8ノ 岩下さん銅メグルノ

局校生 207%

10 15 20 100(%)

′ヽ学年が上がるにつれて、朝食をとつていない人が多く

なっています。

○朝ごはんについてどう思いますか ?
きちんと食べる事が必要と思う人は

小学生 74_4%

中学生 657%

高校生 59■ %

0     10    20    30    40    50    60    70    80    90    100(%)

学年が上がるにつれて、朝食の必要性を感じる人は少な

くなっています。

移動献血車がやつてきます

あなたの善意をお寄せ ください

ヽ :′

■と き 12月 24日 (水曜 日)

9時 30分か ら 11時 30分まで

12時 30分か ら 16時まで

■ところ 林業総合センター
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朝
晩
の
冷
え
込
み
が
つ
ら
く
感

じ
る
季
節
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

朝
が
ま
す
ま
す
あ
わ
た
だ
し
く
感

じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

近
年
、
子
ど
も
達

の
イ
ラ
イ

ラ
感
が
高
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
背

景
の

一
つ
に
生
活
習
慣
と
の
関
係

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
朝
食
や
寝
る
時
刻
が
影
響

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
高

森
の
子
ど
も
達
の
実
態
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

朝
食
を
き
ち
ん
と
食
べ
る
事
が

必
要
だ
と
思
う
人
は
毎
日
食
べ
て

い
る
割
合
が
多
く
、
さ
ら
に
家
族

と

一
緒
に
食
べ
て
い
る
人
ほ
ど
、

し
っ
か
り
と
食
べ
て
い
る
割
合
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

○
朝
食
は
体
や
心
に
ど
ん
な
影
響

が
あ
る
の
？

朝
食
を
と
れ
な
い
人
が
、
肩
こ

り

ｏ
体
が
だ
る
い
。
疲
れ
や
す
い
。

イ
ラ
イ
ラ
感
な
ど
の
体
の
不
調
を

訴
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
朝
食
を
と
れ
な
か
っ
た

と
き
に
、
ぼ
ん
や
り
感

・
イ
ラ
イ

ラ
感
を
訴
え
て
い
ま
す
。

○
朝
食
に
影
響
す
る
生
活
習
慣

は
？

睡
眠
と
の
関
係
が
強
く
、
朝
食

を
毎
日
食
べ
て
い
る
人
は
、

２３
時

ご
ろ
ま
で
に
寝
て
い
る
人
の
割
合

が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

な
ぜ

朝
ご

は
ん
を
食

べ
な

け
れ
ば

い
け
な
い
の
？

も
し
、
朝
食
を
食
べ
な
か
っ
た

ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私

達
の
思
考
や
行
動
を
支
配
し
て
い

る
の
が
脳
で
あ
り
、
脳
の
働
き
に

と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
が
ブ
ド

ウ
糖
で
す
。
食
べ
物
か
ら
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
補
給
が
行
わ
れ
な

い
と
、
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
減

少
し
脳
の
ブ
ド
ウ
糖
が
不
足
し
、

勉
強
や
仕
事
に
集
中
で
き
な
い
、

計
算
速
度
の
低
下
な
ど
が
見
ら
れ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
ブ
ド
ウ
糖
を

補
お
う
と
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
多
量

に
分
泌
さ
れ
交
感
神
経
を
刺
激
し
、

イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
乱
暴
に
な
り
や

す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
朝
食
を
食
べ
な
い
と
、

食
事
回
数
が
減
る
た
め

エ
ネ
ル

ギ
ー
を
確
保
し
よ
う
と
体
脂
肪
が

つ
き
や
す
く
な
り
高
脂
血
症
に
な

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
１

回
量
が
増
え
る
こ
と
で
、
血
糖
値

の
急
激
な
上
昇
に
よ
り
糖
尿
病

ヘ

の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

楽
し
い
１
日
の
ス
タ
ー
ト
！

１
日
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
朝
食

を
し
っ
か
り
食
べ
る
事
で
脳
の
働

き
を
よ
く
し
、
情
緒
も
安
定
し
て

き
ま
す
。
楽
し
い
朝
食
の
工
夫
を

み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
い
q■
¬

「
,
十q
ガ
つ

●

留

●   ●

●   ●

静岡県で行われた国民体育大会の空手道成

年女子組手に、熊本県代表で出場した本町出

身の立山詩子さん (帝京大学 1年生)がベス

ト8まで勝ち進みました。

立山さんは、準々決勝で惜しくも敗れたも
のの、現在大学 1年生で今後の活躍が楽 しみ
です。

ISMWSF世 界車いす競技大会に出場 し

た本町出身の岩下啓三さんが、マラソンの種
目で見事、銅メダルに輝きました。

岩下さんは 「メダルを持って帰ることがで

きてうれしい。応援してくださった方々に感

謝したい。」 と話していました。

書燿̀厩ヨ,台凄:さん (高森。上在)

農林水産大臣から感謝状

10月 24日 (金 )、 熊本合同庁舎において、
10月 18日 「統計の日」の記念行事「農林水

産大臣感謝状伝達式」(九州農政局統計部主催)

が開催され、農林水産統計調査に長年にわたっ
て協力した松尾治実さんに、農林水産大臣か

らの感謝状が贈 られました。

瀬 田 博 さん (河原・市野尾 )

家具競技で優勝 !

11月 2日 (日 )、 熊本県障害者技能競技大

会が開催され、家具競技に参加した瀬田博さ

んが見事優勝しました。

家具競技は、支給された材料で指示された

寸法のベンチを製作するというものでした。

■中

浙
霙

一
　
¨
．
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．
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■
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■
〓

．
・
■
　
．
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327人

167人

97人

□次の献血予定日 3月 30日 (火 )
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30人

34人



第 3回 高森町

少年柔道大会

朝食メニューコンクール優秀
e野
F■

～すまいるフェスク inたが七り二

ウインナーのマヨネーズトースト

□材料 (1人分 )

食バン 1枚
ウインナー 3本
マヨネーズ 適量

□作 り方

①ウインナーを半分に切り、食バンにのせる。

② マヨネーズを好きな量かけ、オーブントースター

で焼く。マヨネーズがいい感じに溶けたら食べ

頃です。

(高森東中 2年 吉良山 秀樹)

子どもの「朝ごはん」の
役割は重大です !

〃
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Ｈ
月
９
日

（日
）
、
高
森
中
学

校
体
育
館
で
、
高
森
町
少
年
柔
道

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
青
少
年
の
健
全

育
成
を
目
的
と
し
て
高
森
町
柔
道

協
会

・
南
阿
蘇
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

が
開
い
た
も
の
で
、
町
内
の
小
学

生
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
く
は
荒
尾
市

か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
団
体
戦
１３

チ
ー
ム
、
１
８
０
人
が
参
加
し
て

熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

【大
会
結
果

（本
町
関
係
）
】

○
団
体
戦

優
　
勝

南
阿
蘇
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
Ａ

第
３
位

南
阿
蘇
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
Ｂ

Ｏ
個
人
戦

男
子
３
人
抜
き

津
留
　
恒
星

（小
学
２
年
）

本
田
　
雄
大

（小
学
３
年
）

立
山
　
宗

一
郎

（小
学
４
年
）

○
女
子
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

小
学
３
年
生
の
部
　
第
３
位

三
森
　
結
衣

Ｈ
月
２
日

（日
）
、
高
森
中
央

小
学
校
体
育
館
で
、
高
森
町
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
身
近
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
通
じ

体
力
の
向
上
、
お
互
い
の
交
流
を

深
め
、
底
辺
の
拡
大
を
図
り
、
特

に
学
校
週
５
日
制
に
対
応
し
た
土

曜
日
対
応
事
業

（わ
ん
ぱ
く
て
ら

こ
や
）
の

一
環
と
し
て
低
学
年
の

参
加
も
認
め
、
事
業
の
趣
旨
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

吉
同

ま
し

た
ｃ

ま
た
、
今
回
は
高
森
東
中
学
校

の
生
徒
も

一
般
の
部
に
参
加
し
、

善
戦
し
ま
し
た

【大
会
結
果

（優
勝
の
み
掲
載
）
】

〇

一
般
Ａ
部

宗
春

鎌
二

〇
小
学
６
年
女
子
の
部

本
田
　
里
奈

山
村
　
秋
沙

（高
森
中
央
小
学
校
）

○
小
学
６
年
男
子
の
部

本
田
　
人
史
希

二
子
石
　
悠
平

（高
森
東
小
学
校
）

○
小
学
５
年
女
子
の
部

平
田
　
恵
美

堀
田
　
沙
智

（高
森
中
央
小
学
校
）

○
小
学
５
年
男
子
の
部

田
上
　
雅
弘

本
田
　
陽
亮

（高
森
東
小
学
校
）

○
小
学
４
年
女
子
の
部

住
吉
　
祐
美

堀
田
　
美
沙
貴

（高
森
中
央
小
学
校
）

○
小
学
４
年
男
子
の
部

後
藤
　
　
亮

矢
津
田
　
勇
也

（高
森
東
小
学
校
）

○
て
ら
こ
や
の
部

杉
永
　
あ
お
い

城
井
　
大
滉

（高
森
中
央
小
学
校
）

●   ●

子どもは毎日元気に遊んだり、眠ったりするため

のエネルギーのほかに、成長するための栄養も必要

とします。(こ こが大人と大きく違うところです。)

胃が小さくて一度に食べられず、朝、昼、晩の三食

で栄養を補えない子どもは、おやつで補います。

このことからも、子どもにとっていかに朝食が重

要かがわかります。一食でも欠けると、子どもの成

長に大きく影響してしまうからです。この時期のバ

ランスのよい食生活は、子どもの体づくりの基礎と

なるので、「朝ごはん」の役割は重大です。

☆電子 レンジやフライバンで手 できる献立にしましょう !

☆ご飯やバン、|

☆暖かい汁物や

早く

になめん類など主食 る糖質を食べましょう !

ホットミルクなどを

やすくしましょう |

__■__
E〓■

F可

森
町
ノヽ

ト
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ ′
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年末・年始における
犯罪や事故を防止しよう !

○

坂 藤 般 岩 堀
木 原 B下 田

音β
保 誠
則 一

●   ●

◆年末 じ年始における警戒活動の強化
年の暮れは、 どこの家庭や職場でも正月を迎える準備な

どの気ぜわしさか ら、「心にスキ」をつ くりがちな時期で

あり、各種犯罪の被害が心配されます。

例年、 この時期になると、ひったくり、強制わいせつな

どの街頭での犯罪をはじめ、空き巣ね らいなどの侵入犯罪、

金融機関・深夜スーパーなどを狙った強盗事件が多発 して

います。

警察では、年末 。年始における各種犯罪や事故を未然に

防止するため、特別警戒活動を実施します。

◆期 間
平成 15年 12月 1日  (月 )か ら

平成 16年 1月 3日 (土)までの 34日 間

◆活動の重点
○金融機関・深夜スーパー等対象強盗事件の防止
○ひったくり、強制わいせつ等街頭犯罪の防止
○空き巣ねらい、忍込み等住宅対象侵入盗の防止″

8
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～不審者をみたら、すぐ 110番～

栄養士の
いただきま～す



１０
月
２４
日

（金
）
、
野
尻
川
上
神
社
秋
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
が
、

コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

よ
り
、
野
尻
地
区
に
獅
子
頭
反
物
、
太
鼓
等

を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
は
、
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
費
を
財

源
と
し
て
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

助
成
を
行
う
も
の
で
、
今
後
の
野
尻
地
区
の

益
々
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さっそうと舞 う獅子舞

一韓瑚
螂製
離
李
■
史
化
拳

Ｈ
月
９
日

（
日
）、
草
部
南
部
小
学
校

。

草
部
中
学
校
合
同
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

れ
は
、
児
童
生
徒
数
減
少
に
伴
い
今
年

か
ら
合
同
で
開
催
し
た
も
の
で
、
中
学
２
年

生
の

「和
太
鼓
演
奏
」
や
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

〈Ｐ
Ｔ
Ａ
劇
〉
「白
水
路
を
開
く
」
な
ど
、
多

く
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

少
人
数
に
よ
る
学
校

・
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
地
域
住

民
が

一
体
と
な

っ
た
草
部
校
区
の
特
色
あ
ふ

れ
る
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

多くの感動を与えた和太鼓演奏

12

麒
ま
つ
り

‐・

２６
日

（
日
）
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
梅
香
苑

（田
代
廣

一
苑
長
）
で
秋
ま
つ
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
苑

の
お
年
寄
り
と
地
域
や

家
族
と
の
交
流
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
に

ぎ
り
寿
司
や
地
鶏
焼
き
な
ど
の
バ
ザ
ー
コ
ー

ナ
ー
、
お
た
の
し
み
抽
選
会
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
企
画
で
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。た

く
さ
ん
の
人
で
賑
わ

っ
た
こ
の
祭
り

で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち

の
顔
は
喜
び
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
で
す
。

特
に
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
、
消

費
者
か
ら
の

「預
か
り
金
的
な
性
格
」
を
有

す
る
税
金
で
す
か
ら
、
日
ご
ろ
か
ら
、
納
税

の
た
め
の
資
金
の
備
蓄
に
努
め
、
期
限
内
に

確
実
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
本
税

の
ほ
か
、
完
納
の
日
ま
で
の
延
滞
税
も
併
せ

て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
督
促
を
受
け
て
も
納
付
さ
れ
な

い
場
合
に
は
、
売
掛
金
、
預
金
、
不
動
産
等

の
財
産
の
差
押
え
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。特

に
、
売
掛
金
な
ど
の
差
押
え
を
受
け
ま

す
と
大
事
な
取
引
先
か
ら
の
信
用
を
失
う
こ

と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
が
あ
る
方

は
、
お
早
め
に
担
当
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

に
基
づ
く

い
申
告
を

商
売
な
ど
を
し
て
い
る
方
が
、
自
分
の
所

得
を
正
し
く
計
算
す
る
た
め
に
は
、
毎
日
の

取
引
を
き
ち
ん
と
記
帳
し
、
保
存
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
毎
日
の
取
引
を
正
し
く
記
帳
し
て

お
け
ば
、
経
営
内
容
も
正
確
に
把
握
で
き
、

事
業
の
発
展
に
役
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。な

お
、
青
色
申
告
者
で
正
規
の
簿
記
の
原

則
に
従

っ
て
記
帳
し
、
そ
の
記
帳
に
基
づ
い

て
作
成
し
た
貸
借
対
照
表
を
損
益
計
算
書
と

と
も
に
添
付
し
て
期
限
内
に
申
告
を
し
た
場

合
に
は
、
所
得
の
計
算
上
有
利
な
青
色
申
告

特
別
控
除

（最
高
５５
万
円
）
制
度
の
適
用
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
青
色
申
告
会
、
税
理
士
会
、
商
工

会
議
所
、
商
工
会
な
ど
で
も
記
帳
の
指
導
を

行

っ
て
い
ま
す
。

‥■‥Ⅱ
==…

■

」L冒巳

し帳

●   ●

大盛況だったバザーコーナー

一目鮨
林
爆
欝
鯰

総

食

試

含

含

Ｈ
月
１８
日
、
高
森
保
育
園
で
保
護
者
を

対
象
と
し
た
給
食
の
試
食
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。日

頃
、
子
ど
も
た
ち
が
保
育
園
で
ど
ん
な

給
食
を
食

べ
て
い
る
の
か
を
、
家
族
の
方
に

知

っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
栄

養

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
給
食
を
、
子
ど
も

と
保
護
者

の
皆
さ
ん
が
向
き
合

っ
て
楽
し
く

食

べ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
園
栄
養
士
の
永
松
た
み
子
さ

ん
に
よ
る
栄
養
教
室
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
に

と

っ
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
い
か
に

大
事
か
を
学
び
ま
し
た
。●●

住民の方々に
矢|ってほしい届け出
これから寒い季節に入り、火の取り扱いも多くなり

空気も乾燥して火災の発生しやすい時期となります。

屋外での規模の大きいゴミ焼却や付近の住民から

見て、火災と勘違いされそうな煙、また火炎を発する
南部分署 TEL 62-9034

場合 (野焼き、枯れ草 。雑木・廃材 。煙殺虫剤の焼却を行う場合)は、その責任者が消防署に届けをしな

ければなりません。行為については、急な場合は当日に口頭で届けてもよいことになっています。
119番 でな く、近 くの消防署 (南 部分署 62-9034、 野尻草部分駐所 64-0219、 蘇陽分駐所 83-

0118)の 一般加入電話へ連絡をお願いします。

いのちを守る7つのポイント
3つの習慣 …○寝たばこは絶対にやめる。

ら離れた位置で使用する。

きは、必ず火を消す。

4つの 対 策 … ○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。 ○寝具や衣類からの火災を防

ぐために、防炎製品を使用する。 ○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を
設置する。 ○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

9‐ .TAKAMORI TOiWN-2003.12

○ストーブは、燃えやすいものか

○ガスこんろなどのそばを離れると

エプロンを使ってのわかりやすい教室

税
に
つ
い
て
、
お
分
か
り
に
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の

税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

曰
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐０
５
５
１

税
務
相
談
室
　
ＴＥＬ
０
９
６
７
‐
２
２
‐０
５
５
９

※火事・救 ・救助は 119番  おちついて、ゆつくり、:ま つきりと

齢
炒
猾
寵
●
こ
の
社
会

あ
な
た
・０
税
が
生
き
て
い
る
●

１

■
●
一　

１

輻
消

費

税

及
び

地
方

消

費

税

　

靱

”
の
期
限
内
納
付

　

　

　

　

　

靱
申

L」

■

●

日

満

■.
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史碁
POETRY PAGE

永 雨 集 素 今 集 永
久 の 団 人 日 団 久
に 中 で が は で に

素

独立行政法人平和祈念事業特別基金で

は、次の方に、内閣総理大臣名の書状
などを贈呈しています。

女
性
に
負
け
て
情
け
無
ァ

恨
み
は
消
え
ん
拉
致
家
族

鉢
巻
締
め
た
票
の
行
く

面
　
冗
談
言
う
と
腹
か
か
す

ま
だ
骨
付
き
で
出
す
刺
身

ブ
ラ
ジ
ル
は
も
う
四
世
代

合
羽
着
て
迄
ゴ
ル
フ
か
な

貯
金
な
溜
ま
り
そ
う
も
無
ア

今
日
は
素
面
　
や
っ
と
返

っ
て
来
た
免
許

集
団
で
　
テ
ロ
も

一
人
じ
ゃ
や
れ
ん
ば
な

集
団
で
　
ガ
イ
ド
の
旗
が
見
え
隠
れ

で

日

は ◎旧軍人軍属で恩給などを受けていない、
いわゆる恩給欠格者の方

① 外地等の勤務経験があり、加算年を含

む在職年が 3年以上の方及び在職年が

加算年を含めて 3年未満の方のうち実

在職年が 1年以上の方に、内閣総理大

臣名の書状・銀杯を贈呈しています。

(独立行政法人平和祈念事業特別基金

等に関する法律第 20条第 1項の定め

る慰労品の贈呈を受けた方は対象にな

りません。)

② 内地勤務経験のみの方で、実在職年が

1年以上の方に、内閣総理大臣名の書

状を贈呈しています。

③ 上記対象者で、請求を行うことなく亡

くなられた方に、ご遺族からの請求に

応じて対象者あての内閣総理大臣名の

書状を贈呈しています。

(③ の請求期限 :平成 17年 3月 31日 )

※ 「恩給 欠格者_と は、恩給法令でいう |‖ 軍人年属であって、年

金たる恩給を受給するための最短在職年数に満たない方及び

旧軍人軍属として在 llヽ に関連する共済年金等年金たる給付を

受ける権利のない方をいいます。

◎終戦に伴い、本邦以外の地域から引揚げ

てこられた方

昭和 42年 の引揚者特別交付金を受給

された方に、内閣総理大臣名の書状を贈

呈 しています。

(請求期限 :平成 17年 3月 31日 )

肇菫
i目 求書類は、役場福祉係に用意 してあ
す

生
き
埋
め
よ
生
き
と

っ
て
く
れ

金
の
卵
は
汽
車
ポ

ッ
ポ

素
面
　
カ
ラ
オ
ケ
の
歌
詞
読
み
き
ら
す

渡
辺
　
雲
海

後
藤
　
信
子

馬
原
　
馬
笑

佐
藤
　
重
信

上
井
加
根
女

松
野
　
笑
声

林
　
　
不
忘

田
上
黙
公
子

岡
本
　
琴
司

三
森

　

茜

松
山
キ
ヨ
子

桐
原
　
白
酔

堀
田
　
蘇
仙

後
藤
　
愛
子

●   ●

●●

腕
相
撲
　
ま
だ
呆
け
と
ら
ん
力
瘤

空
碧
く
展
望
親
し
里
の
秋

梅
も
ど
き

一
片
の
雲
流
れ
つ
ぐ

昼
飩
す
み
人
夫
寝
こ
ろ
ぶ
草
紅
葉

耳
馴
れ
ぬ
宿
の
船
音
霧
深
し

逆
光
の
す
す
き
め
で
つ
ゝ
峠
越
ゆ

大
根
漬
け
く
の
字
に
曲
げ
て
確
か
む
る

閉
院
の
記
憶
も
遠
く
蔦
紅
葉

園
児
ら
の
顔
程
太
き
甘
藷
を
掘
る

不
景
気
を
掃
い
て
捨
て
た
し
熊
手
買
ふ

紅
葉
も
黄
も
あ
り
銀
杏
落
葉
か
な

京
菓
子
に
お
し
ゃ
べ
り
つ
き
ぬ
切
ご
た
つ

言
葉
な
く
犬
の
遺
影
に
夜
の
長
し

独 立

お問い合わ

TEL

ホ

行政法人平和祈念事業特
0120-234-933

吉 嘲 ヽ
Fヨ1オ:ホ

TEL

―ムページ http:www

町役場 保健福祉課
62-1111(内線 121)

浦
塚
　
南
天

弥
永
　
ふ
き

内
田
　
フ
ミ

桐
原
　
寿
子

後
藤
つ
み
子

山
村
ふ
み
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

井
村
ひ
さ
し

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

青
木
千
賀
子

国 民年 金 だ よ り
◆国民年金に加入する人

日本国内に住んでいる20歳以上 60歳未満の人は、国民年金に加入します。

さて、あなたはどのタイプ?

第 1号被保険者
学生・農業・自営業 。無職

などの 20歳以上 60歳未満
I● ::・ 7

の人。

役場国民年金

係で加入 手続

きをします。

国民年金保険料は自分で納めます。

●定額保険料 lヵ 月 13,300円

●付加保険料 lヵ 月 400円

第 2号被保険者
サラリーマンや公務員は厚

生年金や共済組合に加入し

ますが、 1司 時に国民年金の

被保険者でもあります。

蝙
骰

麗
願
爾

勤務先が加入手

続きをします。

厚生年金 。共済組合の保険料とし

て一緒に給料から天引きされます

ので、自分で納める必要はありま

せん。

第 3号被保険者
厚生年金・共済組合の加入

者 に扶養 されている 20歳

以上 60歳未満の配偶者。

〓
鶴

配偶者 の勤務

先を通 じて手

続きをします。
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ひ雖渕
・

配偶者の加入する厚生年金・共済

組合が負担 しますので、 自分で納

める必要はありません。

希望すれば加入できる人 任意加入被保 険者

隋 60歳以上 65歳未満の人

は 20歳以上 65歳未満の日本人で海外に住んでいる人

玲 昭和 30年 4月 1日 以前生まれで、65歳以上 70歳未満の間に保険

料を納めることにより、老齢基礎年金を受けられるようになる人

年金を受給中の方等を対象にした、詐欺事件が報告されています。

内容は、「年金を払い過ぎていますので、個人の回座へ返納するように。」「国民年

金が未納なので、指定回座へ納付するように。」 と電話で連絡をしてくるといったも

のです。

社会保険事務局及び社会保険事務所から年金の払い過ぎや保険料の納付について

の連絡をさせていただくことはありますが、

1.払い過ぎの内容、未納の状況を説明します。

2.返納や保険料を納付していただく際には、納付用の払込用紙を送付します。

3.個人口座を利用しての取り扱いはしていません。

万一、年金の返納についての電話連絡に不安や不審を感じたら、必ずかけ直す等

の確認をお願いします。

また、こうした不審電話がかかってきたら

熊本社会保険事務局 年金課 T[L096-211-0763
熊 本 東 社 会 保 険 事 務 所 TEL 0 9 6-367-2500

までご連絡ください。

鰤お問い合わせ先  住民生活課 国民年金係  TEL 62-1111(内線 132)
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不審電話にご注意ください !:
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